
 

贈呈後
ぞうていご

、参加者
さんかしゃ

の皆
みな

さま全員
ぜんいん

と記念
き ね ん

撮影
さつえい

 



これからの活動
かつどう

へ向
む

け気持
き も

ちを新
あら

たにし、閉式
へいしき

いたしました。 

 

発足式
ほっそくしき

終了後
しゅうりょうご

、クラブ会
かい

員
いん

達
たち

は、マリエント１階
かい

玄関
げんかん

前
まえ

の海岸
かいがん

に集合
しゅうごう

し、サケ稚魚
ち ぎ ょ

の放流
ほうりゅう

を行
おこな

いました。 

バケツの中
なか

にサケを移
うつ

し、放流
ほうりゅう

場所
ば し ょ

に向
む

けて出発
しゅっぱつ

！ 

徒歩
と ほ

で、恵比須
え び す

浜
はま

漁港
ぎょこう

近
ちか

くの西宮
にしのみや

神社前
じんじゃまえ

の砂浜
すなはま

に移動
い ど う

。 

昨年
さくねん

１１月
がつ

、新井田
に い だ

川
がわ

漁業
ぎょぎょう

協同
きょうどう

組合
くみあい

様
さま

よりご提供
ていきょう

いただいたシロザケの受精卵
じゅせいらん

をマリエントで飼育
し い く

し、８～１０

ｃｍ程度
て い ど

の大
おお

きさに成長
せいちょう

した稚魚
ち ぎ ょ

の放流
ほうりゅう

を行
おこな

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



約
やく

１，０００匹
ひき

の稚魚
ち ぎ ょ

を無事
ぶ じ

放流
ほうりゅう

することが出来
で き

ました。 

サケの稚魚
ち ぎ ょ

放流後
ほうりゅうご

、クラブ員
いん

達
たち

は５階
かい

展望
てんぼう

ホールにおいてレポート作成
さくせい

を行
おこな

いました。 



この度
たび

、JAMSTECの皆様より、たんけクラブ会員
かいいん

に記念のグッズのプレゼントをご用意
よ う い

頂
いただ

きました。 

地球
ちきゅう

深部
し ん ぶ

探査
た ん さ

船
せん

「ちきゅう」１０周年
しゅうねん

の特別
とくべつ

ピンバッジのセットと、ボールペンをお送
おく

りいただき、当日
とうじつ

参加
さ ん か

した

クラブ会
かい

員
いん

限定
げんてい

に配布
は い ふ

をいたしました。 

 

最後
さ い ご

になりましたが、コロナ禍の中でも御出席
ごしゅっせき

を賜
たまわ

りましたご来賓
らいひん

の皆様
みなさま

、たんけんクラブ会員
かいいん

並
なら

びにご家族
か ぞ く

の

皆様
みなさま

、発足式
ほっそくしき

にご協 力
きょうりょく

を賜
たまわ

りました国立
こくりつ

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

法人
ほうじん

海洋
かいよう

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

機構
き こ う

JAMSTEC、八戸市
はちのへし

、八戸市
はちのへし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

、

国立
こくりつ

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

法人
ほうじん

海洋
かいよう

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

機構
き こ う

研究
けんきゅう

成果
せ い か

活用
かつよう

促進
そくしん

八戸市
はちのへし

議会
ぎ か い

議員
ぎ い ん

連盟
れんめい

をはじめとする多くの関係者
かんけいしゃ

の

皆様
みなさま

、お忙
いそが

しい中
なか

、御出席
ごしゅっせき

いただき誠
まこと

にありがとうございました。心
こころ

より御礼
お れ い

申
もう

し上
あ

げます。 

クラブ発足
ほっそく

１４周年
しゅうねん

を迎
むか

えるにあたり『マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・ジュニア・シニア・プラチナ』

ともにより一層
いっそう

充実
じゅうじつ

した活動
かつどう

となりますよう頑張
が ん ば

って参
まい

ります。 

今後
こ ん ご

とも変
か

わらぬご支援
し え ん

・ご協 力
きょうりょく

の程
ほど

宜
よろ

しくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 

理事 板倉 周一郎 様からの電報ご緒紹介 

 

 

八戸市水産科学館マリエント 

館長 吉井 仁美 様 

 

 

本日は、八戸市水産科学館マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ 

令和３年度発足式のご開催、誠におめでとうございます。 

 

コロナ禍が続く中、感染防止に十分気を配りながら、素晴らしい活動を維持しておられる関

係者の皆様、クラブ会員の皆様、ご家族や地域の皆様のご尽力と情熱に心より敬意を表しま

す。 

 

我々ＪＡＭＳＴＥＣも、大きな労力を割いて感染防止対策を万全にし、これまでどおり研究

船や深海探査機を運航して海洋観測や海底探査を行っていますが、この八戸の地で皆様が応

援してくださるということが、とても大きな励みとなっています。 

 

人類は科学の力で必ずこのコロナ禍を克服できます。 

クラブ会員の皆様お一人お一人が、「ちきゅう」たんけんクラブの活動を通じて、海、地球、

そして科学に深く触れ、好奇心や理解を深めていただくことが、海、地球、生物、そして人

類の今後のさらなる共存共栄に繋がっていくと信じています。 

 

皆様とまた笑顔で再会できる日を心待ちにしております。 

 

改めまして、本日の発足式ご開催、誠におめでとうございます。 

 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 

理事 板倉 周一郎 

 

 

 

 

 

 



  

国立研究開発法人海洋研究開発機構 海洋科学技術戦略部 

マリエント『ちきゅう』たんけんクラブ・プラチナ会長 

田代 省三 様からのご祝辞のご紹介 

 

「マリエント『ちきゅう』たんけんクラブ」令和 3年度発足式典への祝辞 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 新型コロナウイルスは未だ日本を混乱の渦に巻き込んでおりますが、八戸市とマリエント

の皆様、お変わりありませんでしょうか。 

 

 今年もいよいよ「マリエント『ちきゅう』たんけんクラブ」の活動開始ですね。おめでと

うございます。 

 

 昨年度、JAMSTEC の「ハガキに書こう海洋の夢」コンテストの最優秀賞他上位の賞を皆

さんが占めたニュースを知った時、驚くとともに飛び上がるほど嬉しかったですが、さてよ

く考えてみると驚くことではないと思い直しました。何故なら「マリエント『ちきゅう」た

んけんクラブ」の皆さん以上に海の事を幅広く知っている小学生はきっと日本、いや世界に

いないと思うからです。そして、この快挙は毎月のとても魅力的な活動を企画・運営されて

いる坂本名誉会長、高橋シニア会長、井上ジュニア会長・シニア副会長、横葉シニア副会長

他「マリエント『ちきゅう』たんけんクラブ」幹部の皆様、吉井館長以下マリエント・スタ

ッフの皆様、そして小林市長以下八戸市民の皆様、「マリエント「ちきゅう」たんけんクラ

ブ」を支える皆様の並々ならぬご努力と情熱、そして八戸の次世代を担う若者に対する皆様

の深い…深い愛情の賜物と感じ入ります。 

 

 それでは皆さん、新型コロナウイルスや怪我に気を付け、今年も海の素晴らしさを見つけ

てください。そして、元気な皆様との再会を心待ちにいたしております。 

 

敬具 

 

令和３年５月１６日 

「マリエント『ちきゅう』たんけんクラブ・プラチナ」会長 

国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

田代 省三 

 


